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はしがき

本報告書は、平成 29年度外交・安全保障調査研究事業費補助金（発展型総合事業）「安
全保障政策のボトムアップレビュー」プロジェクトの一端を担う「『不確実性の時代』の朝
鮮半島と日本の外交・安全保障」研究会の研究成果を集成したものです。

日本国際問題研究所では、平成 29年度より 3年間の事業として本「安全保障政策のボト
ムアップレビュー」プロジェクトを実施しております。「ボトムアップレビュー」「ポスト・
プーチンのロシアの展望」ならびに「『不確実性の時代』の朝鮮半島と日本の外交・安全保障」
の 3つの研究会より構成された本プロジェクトは、基本的に一年度をタームとして各研究
会がそれぞれのテーマに対し定点観測的な分析を行って知見を深めるとともに、基本的な
視角・観点を維持しつつ「腰を据えた」分析を長期間・反復的に重ねることにより、日本
の外交・安全保障を考える上で枢要な対象とイシューに対して「適時性」と「蓄積」の両
面から学術的／政策的ニーズに応えることを目的に据えています。また 3つの研究会はそ
れぞれ個別的・自律的な運営を基本としつつも、研究会での議論や成果について相互に随
時紹介・交換しながら活動しており、各研究会が互いに刺激し合うことで単純な「並列化」
に止まることなく相乗的な効果を実現できるよう図っています。

本報告書はプロジェクトのそのような活動より得られた知見のうち朝鮮半島パート、「『不
確実性の時代』の朝鮮半島と日本の外交・安全保障」研究会の一年間の活動の結果を抽出・
綴合したものとなります。本研究会は韓国・北朝鮮の現状を内政・経済・外交・安全保障
といった様々な切り口から分析・考察することを直接的なタスクとしておりますが、それ
と同時に、そのような状況をふまえて日本としていかに対応・対処すべきかに関する政策
的示唆を引き出し、もって本プロジェクトの全体的な問題意識である外交・安全保障政策
の有効性・実効性の検証―いうなれば「動作確認」―に貢献するという役割も担っています。
そのような目的意識のもとに編まれた本報告書が、朝鮮半島情勢に関するみなさまの知的
好奇心を充足させるとともに、他の地域・イシューを含む外交・安全保障分野に対するよ
り深い関心をも惹起することができましたならば、主宰者としてこれに勝る喜びはありま
せん。本報告書が多くの方々の手に取られることを切に願う次第です。

なお、本報告書内の記述はすべて各パート執筆者の個人的見解に基づくものであり、日
本国際問題研究所およびメンバー各員の所属先機関の意見を代表するものではありません。

最後に、ご多忙のなかプロジェクト／研究会にご参加いただいたメンバーの方々、そし
てその実施のためにご尽力くださったすべてのみなさまに心より感謝申し上げます。

平成 30年 3月

公益財団法人　日本国際問題研究所
理事長　野上　義二
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